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地域高齢者 477 名の回答データに基づいて当該条件を満たす Social Provisions Scale（SPS）の短縮化を試み
た。項目反応理論（Item Response Theory：IRT）の 2 パラメタ・ロジスティックモデルを利用して、識別力
と困難度の推定を行い、6 項目および 12 項目の短縮化尺度を作成した。両短縮化尺度のスコアと SPS オリジ
ナル 24 項目尺度のスコアとの間にはいずれもかなり強い正の関連が認められた（６項目：r=0.90、12 項目：
r=0.96）。また、SPS 短縮化尺度を含む 3 種のスコアと日本語版 Lubben Social Network Scale 短縮版のスコア











































会 opportunity for guidance、（2） 信 頼 で き る 他
者 reliable alliance、（3） 愛 着 attachment、（4） 社
会 的 統 合 social integration、（5） 価 値 の 再 確 認
reassurance of worth、（6）養育の機会 opportunity 
for nurturance を見出した 11）。これらの因子に基づ


















































論（Item Response Theory：IRT） に 基 づ い て、
当該尺度の分析を試みる。IRT を用いた尺度の短
縮化を検討した先行研究としては、例えば、並川ら




















年 8 月〜 10 月に A 県 B 市に在住し、介護保険によ
る要支援、要介護 1 および 2 と認定された者 600 名
を対象に行った自記式質問紙調査および訪問面接調
査において得られたデータ 19）を用いた。当該調査





















められ、各質問 1 点から 4 点に点数化される。合計






















　項目の選択は、次の手順で行った。① SPS の 6 つ
の各下位因子より同数の項目を抽出した。6 つの因
子よりそれぞれ 1 つの項目を選択した 6 項目と、そ















　なお、本分析には STATA IC 15 を使用した。
（4）短縮化尺度の妥当性の検討
　作成された SPS の短縮化尺度（6 項目および 12
項目）の基準関連および構成概念妥当性を検証し


















行った（表 2）。この結果を、識別力を y 軸、困難
度を x 軸として散布図に示したものが図 1 である。
全体的傾向として、識別力の相対的に高い項目は




場合は項目 13、16、17、18、22、24 であり、12 項
目短縮化尺度の場合は項目 4、8、9、13、16、17、
た。識別力は質問項目の識別する力を表す傾斜パラメタであり、測定しようとする回答者の特性、ここでは「社会関係の豊かさ」をどの程度識別できるかを表す指標である。一方、困難度は項目の難易度を表す位置パラメタであり、社会関係が豊かでなければ高い値の回答ができない項目と、社会関係が乏しくても高い値の回答ができる項目の違いを示す指標である。 項目の選択は、次の手順で行った。①SPSの 6つの各下位因子より同数の項目を抽出した。6つの因子よりそれぞれ 1つの項目を選択した 6項目と、それぞれ
2つの項目を選択した 12項目 短縮化の候補とした。なお、12項目の選択の際には、オリジナル版の特徴を考慮し、逆転項目と非逆転項目が1項目ずつ含まれるようにした。②尺度の識別力を高めるため、識別力が高い項目を選択した。③多様な困難度の項目を選択した。④選択された項目は回答者が容易に理解をしやすいかどうかを総合的に検討した。 
選択された短縮化尺度の信頼性を検討するために、テスト情報量を求めた。浦上らの手続き 18）を参考にすると、「尺度開発に当たっては最大テスト情報量が
9以上となることを基準とする」としている。また、複数の短縮化尺度を抽出している場合は、「より少ない項目数で、かつテスト情報量が 9を超える範囲が広いものをより妥当な短縮版とする」とされているため、この基準に従った。 なお、本分析にはSTATA IC 15を使用した。 （4）短縮化尺度の妥当性の検証 作成されたSPSの短縮化尺度（6項目および 12項目）の妥当性を検証した。SPSオリジナル 24項目版との関連、および当該尺度と関連が仮定される構成概念との相関関係を検討した。  SPS と外的基準との関連性を検証するために、本研究では矢庭らの調査 19）で同時に取得した日本語版
Lubben Social Network Scale短縮版（LSNS-6）を用いた。
表1．SPSの因子分析および一次元性の確認 
 
























































ジナル 24 項目も合わせて求めた（図 2）。いずれも
上に凸の単峰型のグラフで、24 項目は 12.02 であり、




るために、SPS6 項目および SPS12 項目の各短縮化
尺度とオリジナル 24 項目尺度スコアとの相関係数
（r）および LSNS-6 スコアとの相関係数（r）を、下
記の通り、算出した。SPS オリジナル 24 項目尺度
スコアと 6 項目および 12 項目短縮化尺度スコアと
の相関係数はそれぞれ 0.90、0.96 であり、すべて有
意な正の関係が認められた（p < 0.01）。また、6 項
目と 12 項目短縮化尺度の相関係数も 0.95 で非常に
高く、有意な正の関係が認められた（p < 0.01）。他
方で、SPS オリジナル 24 項目尺度スコアおよび 6
項目スコアと 12 項目スコアの 2 種の短縮化尺度と、























　今回作成された 6 項目および 12 項目の短縮化尺
度にはいくつかの課題がある。1 つは、これはオリ
ジナル尺度が有していた傾向でもあるのだが、図 1
頻度・密度などの客観的特性を表すソーシャル・ネットワークを評価する尺度であり、ソーシャル・サポートとは異なる側面から社会関係の豊かさを評価できるため、関連性があるものと仮定される。  Ⅲ．結果 
SPS 尺度の因子構造および一次元性の有無を確認するため因子分析（最尤法）を行った（表1）。因子負荷量は 0.191～0.605 であり、項目の一部に因子負荷量が低いものがあったが、おおむね一次元性が確認できた。 項目反応モデルに基づき、項目パラメタの推定を行った（表 2）。この結果を、識別力を y軸、困難度を x軸として散布図に示したものが図 1である。全体的傾向として、識別力の相対的に高い項目は-1.5から-2.0付近の困難度に収まり、識別力の低い項目の困難度は、幅広く分布していた。 この結果をもとに、短縮化した尺度を構成する項目を選択した。選択する項目が 6項目短縮化尺度の場合は項目 13、16、17、18、 2、24であり、12項目短縮化尺度の場合は項目 4、8、9、13、16、17、18、19、21
22、23、24であった。 
短縮化尺度の信頼性を検討するために、6項目および
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